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著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
 
 



 
K 7343：20XX (ISO 11907-1：2019) 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

目 次 

ページ 

序文 ··································································································································· 2 

1 適用範囲························································································································· 2 

2 引用規格························································································································· 2 

3 用語及び定義··················································································································· 3 

4 目的 ······························································································································ 4 

5 火災シナリオ及び燃焼放出物の生成に影響を与える一般的な要因 ·············································· 5 

6 燃焼放出物試験の種類 ······································································································· 5 

6.1 概要 ···························································································································· 5 

6.2 静的試験方法 ················································································································ 5 

6.3 動的熱分解試験方法 ······································································································· 6 

6.3.1 概要 ·························································································································· 6 

6.3.2 ISO 11907-4 ················································································································ 6 

6.3.3 IEC/TS 60695-5-31 ········································································································ 6 

7 試験結果の適用性 ············································································································· 7 

8 腐食対象物の後暴露 ·········································································································· 7 

参考文献 ····························································································································· 8 

 



 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

日本産業規格          JIS 
 K 7343：20XX 
 (ISO 11907-1：2019) 

プラスチック－煙の発生－燃焼放出物による腐食性

の求め方ー基本概念及び適用性 
Plastics－Smoke generation－Determination of the corrosivity of fire 

effluents－General concepts and applicability 
 

序文 

この規格は，2019 年に第 2 版として発行された ISO 11907-1 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，煙の腐食性，煙の酸性度，及び煙の毒性に関する用語を定義する。この規格は，煙の腐食

性を制御するシナリオベースのアプローチを提示し，試験室規模で煙の腐食性を評価する試験方法につい

て説明し，試験の適用範囲及び暴露後条件を説明する。この規格は，試料の燃焼による煙の腐食性を測定

する試験に適用が可能である。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
ISO 11907-1:2019，Plastics－Smoke generation — Determination of the corrosivity of fire effluents, Part 

1 General concept and applicability（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格のうち，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その

後の改正版（追補を含む。）は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）

を適用する。 

ISO 13943，Fire safety－Vocabulary 
注記 ISO 13943:2017 に規定する用語及び定義は，JIS C 60695-4:2022 の附属書 JA［ISO 13943（火

災安全－用語）第 3 版に規定する用語及び定義］に記載されている。 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，ISO 13943 による。 
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3.1 
煙の腐食性（smoke corrosivity） 

煙の腐食作用による材料又は製品の機能低下の測定された影響 

3.2 
煙の酸性度（smoke acidity） 

煙凝縮物及び煙粒子中に含まれる燃焼放出物の pH 

注釈 煙の酸性度は一般的に，一定量の液体（通常は水）を燃焼放出物に暴露した際の pH の変化に

関係する。これは燃焼放出物の酸性度の指標であり，この測定は，同じ溶液の導電率測定と併

せて行われることが多い。 

3.3 
腐食（corrosion） 

化学反応によって材料，特に金属が分解又は破壊されること 

3.4 
腐食損傷（corrosion damage） 

化学作用によって引き起こされる物理的及び／若しくは化学的損傷，又は機能障害 

3.5 
腐食対象物（corrosion target） 

規定の条件下で腐食損傷（箇条 3.4）の程度を測定するために使用するセンサー 

注釈 センサーは，製品又は部品である場合がある。また，センサーは，製品又は部品の挙動を模擬

するために使用する参照物質又は物体である場合もある。 

3.6 
煙の毒性（smoke toxicity） 

特定の暴露シナリオにおける，特定の対象（通常は人）に対する煙の毒性作用 

注釈 一般に，これは ISO 13943 で定義されている急性毒性に関連する。 

4 目的 

この規格の目的は，次のとおりである。 

— ISO 11907-4 に記載されている燃焼放出物の腐食性に関する直接的な性能関連試験の適用に関するガ

イダンスを提供する。 

— その他の既存の試験方法を提示する。 

— 酸性度，腐食性，及び毒性の違いを明確にする。 

箇条 3 の定義は，煙の腐食性，煙の酸性度，及び煙の毒性の間で頻繁に生じる混同を避けるために示し

ている。酸性ガスの放出は，煙の腐食性の間接的な評価として用いられることがある。これは通常，既知

量の燃焼放出物を既知量の水に溶解することによって評価される。得られた溶液は，試験される。例えば，

pH，導電率，酸の濃度などが測定される。しかし，煙の腐食性と溶液中の酸性ガス含有量は必ずしも完全

には相関しないことが示されているため，この評価方法は完全に正しいとはいえない。これら三つの要素

（煙の腐食性，煙の酸性度及び煙の毒性）は，それぞれ異なる原因と結果に関連している。 
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煙の腐食性は，火災発生時の燃焼放出物の発生条件及び腐食対象物への移送条件，並びにそれが腐食対

象物に及ぼす影響に関係しており，暴露期間，及び場合によっては暴露後の時間経過によって左右される。

腐食性は有機物及び無機物の両方に起因する可能性があり，その一部はアルカリ性であり，一部は酸性で

ある。一般的に，水の凝縮は腐食性を増強する要因となる。ISO 11907-4 が規定する試験方法は，燃焼物の

腐食性評価技術を向上させるために開発された。 

煙の酸性度は，燃焼放出物に一定量の液体を暴露した場合の pH 変化に関係する。火災時の煙によって

生成される溶液の酸性度は，塩化水素，臭化水素，フッ化水素などの酸性ガス，及び酢酸，ギ酸などの有

機酸の放出によって決まる。 

燃焼放出物の水溶液の pH 又は電気伝導率を測定することによって煙の酸性度を測定する方法は，IEC 
60754-2[7]に規定されている。この試験方法では，約 1 g の物質を管状炉で通常 750 ℃～950 ℃の温度で熱

分解し，試料に空気を通し，それを脱イオン水を入れた洗浄瓶に通気する。その後，洗浄瓶の中の液体の

pH 及び電気伝導率を分析する。 

燃焼放出物中のハロゲン含有量の測定方法は，IEC 60754-1[8]に規定されている。この方法は，電線ケー

ブルに含まれる物質の研究に一般的に適用されている。質量約 500 mg～1 g の試料を管状炉（通常 800 ℃）

で加熱する。分解ガスを捕集し，水酸化ナトリウム水溶液を入れた洗浄瓶に通して酸性ガスを水に吸収さ

せる。その後，洗浄瓶中の液体は，従来の湿式化学法（ISO 19701[9]に規定）を用いて塩化物イオン，臭化

物イオン，及びフッ化物イオンを分析する。結果は一般的に HCl 当量で表される。 

燃焼放出物の毒性は，燃焼放出物の腐食性とは全く異なる。毒性は生物への悪影響に関するものである

が，腐食性は，主に金属部品の損傷によって引き起こされる機器の損傷に関するものである。 

注記 ISO 13344[10]及び ISO 13571[11]は，燃焼放出物の毒性に関する有用な情報を提供している。 

5 火災シナリオ及び燃焼放出物の生成に影響を与える一般的な要因 

近年，燃焼放出物の分析において大きな進歩があった。プラスチックなどの製品の燃焼において発生す

る燃焼放出物の混合物の組成は，材料の化学組成，添加剤及び周囲の温度，並びに換気条件に依存するこ

とが認識されている。分解雰囲気の分類に重要な幾つかの要因は，ISO 19706[12]及び ISO 16312-1:2016[13]の

附属書 A に記載されている。 

火災は，複雑で相互に関連する物理・化学現象を伴う。そのため，実験室規模の装置によって実際の火災

のあらゆる側面を模擬することは不可能である。火災モデルの妥当性に関する問題は，あらゆる火災試験

に関連する複雑な技術的課題である。 

火災は発火後，環境条件及び可燃物の物理的配置に応じて，様々な形で進展する。熱分解が発生する局

所的な条件（熱流束，温度，酸素濃度など）及び燃焼が発生する局所的な条件が，燃焼放出物の性質及び

時間依存的な放出を左右し，その大きさは空間的にも時間的にも数桁も異なる。これらの条件の差異によ

って，異なる分解生成物の混合物が観察され，これが生成される燃焼放出物の腐食性に影響を与える。 

注記 電気技術製品の場合，燃焼放出物の腐食性に関する有用なガイドラインが，IEC 60695-5-1[15]に示さ

れている。 

6 燃焼放出物試験の種類 
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6.1 概要 

全ての実験室試験方法には，幾つかの限界がある。燃料，熱及び空気の相互作用の要素は，火災におい

て変化するため，単一の実験室試験で全ての分解パラメータを同時に考慮することは非現実的である。ま

た，実験室の燃焼装置は，試料のサイズ，形状，構成，周囲圧力，及び燃焼放出物と材料との相互作用に

関して，一定の物理的限界をもっている。ISO 16312-1[13]は，実験室規模で使用される物理的火災モデルの

選択に関連するパラメータを詳述している。 

6.2 静的試験方法 

過去に利用可能であった静的試験法である ISO 11907-2 は，現在では規格が廃止されて使用されていな

い。この試験方法では，試験片を容器内で燃焼させ，その容器内に燃焼放出物を蓄積させる。腐食対象物

への暴露は，同じ容器内において，相対湿度及び温度を管理した条件下で実施した。腐食対象物は，詳細

に規定された銅製プリント基板であった。燃焼放出物の腐食性は，燃焼放出物へ 1 時間暴露されるプリン

ト基板の電気抵抗の増加の関数として表された。 

6.3 動的熱分解試験方法 

6.3.1 概要 

動的熱分解試験方法では，試験片を空気流中で燃焼させ，燃焼放出物を腐食対象物まで移送する。この

試験方法では，腐食対象物の大きさの制限が比較的小さいため，製造製品の試験に適している場合がある。 

この試験方法における制御変数には，燃焼温度，燃焼時間，放出流量及び燃焼放出物の空気による希釈

比が含まれる。周囲暴露温度，周囲相対湿度及び腐食対象物温度は制御変数ではない。別の容器による燃

焼後暴露を規定する場合を除き，動的試験方法では，凝縮の有無にかかわらず腐食モードを厳密に制御す

ることは，通常は不可能である。 

廃止された ISO 11907-3 [6]に記載されていた試験方法及び ISO 11907-4 [4]に記載されている試験方法は，

動的試験方法である。 

6.3.2 ISO 11907-4 [4] 

この方法は ASTM D 5485 [15]と同様である。この試験方法では，ISO 5660-1 [16]による試験の最中に，コー

ンヒーター上部から熱分解又は燃焼放出物の一部を採取し，11.2 L の暴露チャンバーへ 4.5 L/min の速度で

連続的に供給する。これによって，燃焼放出物の暴露チャンバー内での平均滞留時間は約 150 秒となる。

腐食対象物は燃焼放出物に 1 時間暴露された後，別のチャンバー内において湿度及び温度が制御された環

境に 24 時間放置される。腐食対象物の電気抵抗の増加を測定し，電気抵抗の増加から腐食対象物上の金属

厚さの減少を算出する。 

6.3.3 IEC/TS 60695-5-31（廃止）[17] 

この規格は廃止されたが，IEC/TS 60695-5-2[18]には記載されている。この試験方法では，漏れ電流及び

金属腐食損傷の両方を測定する。試験片は石英管炉（IEC 60754-1 に規定されているもの）の中で熱分解さ

れ，燃焼放出物は腐食対象物を設置した収集箱に送られる。腐食損傷評価には，複数の異なる腐食対象物

が使用され，漏れ電流評価には規定されたプリント基板が使用される。燃焼後暴露は湿度を上昇させた条

件で行われる。 
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7 試験結果の適用性 

燃焼放出物による腐食損傷は，火災シナリオによって異なる。実規模火災への推論を述べる前に，腐食

試験の結果を慎重に分析する必要がある。 

試験方法は，腐食危険性の実用的分析だけでなく，火災危険性の分析においても結果が妥当となるよう

に設計することが望ましい。火災危険性の評価において結果の妥当性を確保するための火災反応性試験を

設計する作業は，常に進展している。したがって，この規格の指針は，このような作業及びその他の関連

作業の進展に伴い，改良される可能性がある。 

試験方法に関する三つの要件を次に示す。 

a) 腐食対象物を製造された製品とする場合，燃焼放出物が製品に与える影響は，検査又は測定によって確

認される機能低下によって評価が可能である。 

b) 腐食対象物として製品を模擬した標準物質を使用する場合，火災時の燃焼放出物が標準物質に与える影

響は，例えば外観，質量の変化，又は，機械的，物理的並びに電気的特性の変化を測定することで評価が

可能である。この種の腐食評価の原則及び一般要件の詳細は，ISO 11845 [19]及び ISO 7384 [20]に記載されて

いる。 

c) 間接的な評価方法がある。これは腐食対象物を使用せず，発生するガスや蒸気の特性，例えば燃焼によ

って発生したガス又は蒸気を溶解した溶液の pH 又は電気伝導率などを測定する方法である。後者は主に

酸性度に焦点を当てており，腐食性には焦点を当てていない。これら二つのパラメータの関係は，一般化

されていない。このような評価は比較的単純であるという利点がある一方，腐食損傷を測定できないとい

う欠点がある。測定されたパラメータの特定のレベルが，許容できない腐食電位に相当するという仮定を

立てる必要がある。この方法は，そのような相関関係を確立するために独立した測定が行わる場合にだけ，

特定の火災シナリオにおいて有効である。 

8 腐食対象物の後暴露 

燃焼放出物への暴露後，測定を行う前に後暴露期間を設ける場合がある。後暴露期間は，燃焼放出物で

汚染された表面の比較的迅速な変化を模擬するために短期間，例えば 1 時間から 24 時間までとすること

もあれば，火災直後にすぐに変化しなかった表面に発生する可能性のある長期的な腐食影響を模擬するた

めに，長期間，例えば数か月としてもよい。 
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